
【様式２】 

②食育月間以外の月の取組 

 
提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 

福島県 

 

取 組 市 町 村 名 

取 組 団 体 ・ 企 業 名 

福島県南会津保健福祉事務所 

（南会津振興局 ） 

取 組 の 名 称 令和元年度過疎・中山間地域連携事業～地域の人材育成事業～ 

実 施 時 期 令和元年１２月６日（金）１０：４５～１３：３０（３、４校時）＋昼休み 

取 組 内 容 対 象 者：福島県立南会津高等学校３年生（フードデザイン科目受講）１３名 

・地元の食材を使用し、郷土料理を含めた、主食、主菜（２品）、副菜、デザート 

 の調理実習を行いました。 

・調理実習献立は、「簡単炊き込みご飯、こづゆ、会津地鶏の油淋鶏風、岩魚唐

揚げレモン醤油かけ、煮浸し、会津地鶏のうまうまプリン」で、会津の郷土料理

の「こづゆ」と地元産岩魚、会津地鶏などを使って、簡単にできるようアレンジ

しました。 

・試食前には、配布パンフレット（学生のための食活ガイド）を使い、「ふくしま

“食の基本”推進事業のランチョンマット」の活用を含めたバランス食、減塩、

野菜摂取の必要性など、食育講話を行いました。 

 

 

 



②食育月間以外の月の取組 

提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 

福島県 

取 組 市 町 村 名 

取 組 団 体 ・ 企 業 名 

相双保健福祉事務所 

取 組 の 名 称 ３部連携による豊かな食育体験事業「そうそう！食育体験ひろば」 

実 施 時 期 令和元年９月８日（日）１３：００～１６：００ 

取 組 内 容 地域の身近なところで、農作物にふれたり望ましい食習慣を学んだりすること

により親子で一緒に『豊かな食育体験』をしてもらうことをねらいとし、保健福

祉事務所、農林事務所、教育事務所の３部で連携し、地域の関係機関の協力によ

りスーパーで体験型の食育イベントを実施しました。 

■実施主体 相双保健福祉事務所、相双農林事務所、相双教育事務所 

■協力団体 ふくしま未来農業協同組合（JA）、フレスコ株式会社、相双地区食

生活改善推進協議会 

■開催場所 フレスコキクチ北町店（南相馬市） 
■対象者  来店した親子連れの買い物客、等 

■実施内容 

（１）店舗に「食」や「農」、「料理」に関する体験型コーナーや展示を複数設置

し、来店した方に自由に参加していただきました。 
①「相双地産地消料理コンテスト２０１８」最優秀賞レシピの試食紹介、等 
②バックヤード見学ツアー（親子参加）、等 
③旬の食材当てクイズや野菜豆知識の掲示 
④１日に必要な野菜の摂取量計量体験、等 

（２）４つのコーナーに参加した小学生以下の参加者には、やさい博士認定メダ

ル、記念品を贈りました。 
■参加者 来店客４００名（やさい博士認定８０名） 

■実施の様子 

 ①               ②  

 

 

 

 

 

 ③                             ④ 

 

 

 

 

 



②食育月間以外の月の取組 

 
提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 
福島県 

取 組 市 町 村 名 

取 組 団 体 ・ 企 業 名 
国見町 

取 組 の 名 称 
育てたさつまいもでカレーを作ってみよう！ 

実 施 時 期 
１０月２１日（月） 

取 組 内 容 ＜対 象＞くにみ幼稚園児（年長児） 

 

＜内 容＞ 

目的：育てたさつまいもを使って、料理をする喜びや作ったものをみんなで一

緒に食べる喜びを感じる。また、国見産の新米を味わい、食材・農家の方

への感謝の気持ちを持つ。 

 

内容：くにみ幼稚園、食生活改善推進員と連携し、さつまいもやにんじんの皮

むき、にんじんの型抜き体験を実施。米は産業振興課の米消費拡大対策事

業を利用し試食した。 

 

 



②食育月間以外の月の取組 

 
提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 
福島県 

取 組 市 町 村 名 

取 組 団 体 ・ 企 業 名 
喜多方市 保健福祉部保健課 

取 組 の 名 称 
「きらり☆喜多方食育応援キャンペーン」の実施 

実 施 時 期 
令和元年 10月 10日(木)～10月 25日(金) (平日全 10日間) 

取 組 内 容 目 的：市民が生涯にわたって食に関する正しい知識を身につけ、健康で豊か

な食習慣を実践できる食環境整備の一環として意識啓発を図る。 

内 容：本年度の取り組みは、市内に３６店舗ある食育応援店のうち１５店舗

の協力を得て減塩普及啓発のため「食事にプラス７０ｇ野菜を食べようキ

ャンペーン」をテーマに実施しました。来店者に先着順で喜多方産の新鮮

野菜とそれを使用したレシピ、食生活に役立つ情報を掲載した栄養パンフ

レットを配布しました。また、店舗によっては、新鮮野菜を使用して料理

を提供した店舗もありました。 

店主の皆さまにもパンフレットの主旨を伝えてもらい野菜を配布してい

ただきました。市民の皆さまにも取り組みの主旨について理解を深めてい

ただき、個人の実践活動につながるよう今後も支援していきたいと思いま

す。 

対 象：市民（＊観光客含む） 10日間延べ 2,000 人 

 

 


